
01 作土層の増大と
養分回収

緑肥の根が硬い耕盤層まで伸び、作土層を
広げるとともに、地下に溶脱した養分を吸
い上げる。

02 水はけが改善する
根が枯れたあとは、そのまま空気と水の
通り道に。

緑肥栽培なし 緑肥栽培あと

03 機能性緑肥の栽培で、
病害虫の被害を軽減する

ハクサイ連作 緑肥栽培あと

根にコブがなく健全な状態に

有機物補給だけじゃない

緑肥は“根”で
土を変える。

緑肥のことを、動画で解説中。
右のコードから今すぐチェック
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